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§１．研究成果の概要  

 

本研究では、神経細胞からなる塊やファイバーを脳に移植し、移植した神経細胞の活動を光遺

伝学の技術を用いて操作することによって、新たな神経回路を創出する技術を開発し、脳機能の

拡張を目指す。この技術を、まずはげっ歯類の脳に、次に非ヒト霊長類の脳に応用する。神経回路

創出による神経活動の変化は、これまでの研究で確立した in vivo カルシウムイメージングで明らか

にし、脳機能拡張時の神経基盤解明につなげる。将来、この技術は、神経疾患で途絶えた神経回

路の治療への応用も期待される。 

2019 年度は、げっ歯類の神経細胞を用いて作製した神経細胞ファイバーを脳に移植し、長期

間、生着することを顕微鏡下で確認した。また、2 色同時イメージング可能なマクロズーム顕微鏡も

導入した。この顕微鏡を用いて、今後、移植した神経細胞ファイバーと脳の 2 色同時 in vivo カル

シウムイメージングを行う予定である。 
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